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築こう明日の大和を─自治基本条例─

大
和
市「
福
祉
の
日
」推
進
委
員
会
は

７
月
、
大
和
市
福
祉
推
進
委
員
会
に

変
わ
り
ま
し
た

大
和
市
「
福
祉
の
日
」
制
定
の
趣
旨

（
昭
和
５０
年
１２
月
２５
日
告
示
）

総す
べ

て
の
人
間
が
、
そ
の
生
存
、
快
適
な
生

活
、
環
境
等
の
権
利
が
保
障
さ
れ
、
平
和
で

豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
社
会
福
祉
は
、
順
次
各
種
施
策
の
制
度
化

等
に
よ
り
わ
が
国
に
お
い
て
も
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
社
会
福
祉
の
よ

り
発
展
充
実
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
積
極

的
な
行
政
施
策
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
の

連
帯
感
に
基
づ
く
深
い
理
解
と
協
力
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

大
和
市
は
、
総
て
の
市
民
が
お
互
い
に
福

祉
に
つ
い
て
考
え
、
反
省
す
る
日
と
し
て
毎

年
１０
月
１５
日
を
「
福
祉
の
日
」
と
定
め
、
社

会
福
祉
の
よ
り
向
上
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。大

和
市
が
福
祉
の
日
を
制
定
し
て
以
来
、

「
福
祉
の
日
」
推
進
委
員
会
を
組
織
し
て
、

福
祉
の
日
を
啓
発
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
制

定
以
来
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
福
祉
を
取
り
巻

く
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
委
員
会
で
は
「
高
齢
化
社
会
」「
福

祉
の
地
方
分
権
」「
先
進
諸
外
国
の
福
祉
と

の
比
較
」「
福
祉
関
連
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
バ
リ
ア
フ
リ

ー
」「
家
族
」
の
七
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

委
員
会
の
在
り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

お
よ
そ
2
年
間
に
わ
た
る
検
討
を
踏
ま

え
、
大
和
市
「
福
祉
の
日
」
推
進
委
員
会
は

大
和
市
福
祉
推
進
委
員
会
に
組
織
変
更
し
ま

し
た
。
組
織
内
に
は
市
の
社
会
福
祉
向
上
に

向
け
た
事
業
の
企
画
や
研
究
を
行
う
「
企
画

運
営
部
会
」
を
設
け
、「
福
祉
」
の
理
解
と

「
福
祉
の
心
」
の
啓
発
に
主
眼
を
置
い
て
、

福
祉
推
進
活
動
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

福
祉
推
進
委
員
会
の
市
民
委
員
を
募
集

同
委
員
会
の
委
員
定
数
は
４２
人
で
、
市
内

の
地
区
社
協
、
福
祉
関
係
の
組
織
や
団
体
の

代
表
な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

回
、
市
民
委
員
と
し
て
福
祉
啓
発
事
業
の
企

画
・
運
営
や
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
の
調

査
・
研
究
を
し
て
い
た
だ
く
か
た
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
数
▼
１
人

任
　
　
期
▼
平
成
１５
年
１１
月
5
日
（
予
定
）

〜
同
１７
年
6
月
３０
日

対
　
　
象
▼
次
の
①
②
を
満
た
す
１８
歳
以
上

の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
高
校
生
を
除
く
）

①
選
考
会
（
平
成
１５
年
１１
月
5
日
午
後
2

時
開
催
）
お
よ
び
平
日
昼
間
の
会
議

（
年
間
5
〜
6
回
）
に
出
席
で
き
る

②
福
祉
に
対
し
て
関
心
が
あ
る

応
募
方
法
▼
１０
月
３１
日（
金
）（
必
着
）
ま
で

に
「
福
祉
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」
を
4
0
0

〜
8
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
〒

2
4
2
―
0
0
0
4
鶴
間
1
―
３１
―
7

保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
総
務
課
「
大
和
市
福

祉
推
進
委
員
会
」
事
務
局
へ
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
2
6
2
）
0
9
9
9
、

f-

soum
u

で
。

「
大
和
市
地
域
福
祉
計
画
」策
定

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

「
と
も
に
支
え
あ
う
地
域
福
祉
社
会
」
を

目
指
し
て
、
も
う
す
ぐ
「
大
和
市
地
域
福
祉

計
画
」
が
で
き
上
が
り
ま
す
。
市
民
参
加
の

在
り
方
や
住
民
自
治
の
実
現
を
は
じ
め
、

「
個
人
」「
地
域
・
団
体
」「
事
業
者
」「
行
政
」

の
役
割
分
担
な
ど
同
計
画
の
趣
旨
を
理
解

し
、
考
え
て
い
た
だ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。「
わ
た
し
に
も
で
き
る
こ
と
は

あ
る
の
か
な
」、「
地
域
で
で
き
る
こ
と
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
」。
一
緒
に
考
え
て
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
大
和
市
地
域
福
祉
計
画
」

策
定
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
　
き
▼
１０
月
２５
日（
土
）午
後
１
時
３０
分
〜

4
時

と
こ
ろ
▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

定
　
員
▼
4
0
0
人

①
基
調
講
演

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
学
長

市
川
一
宏
氏
「
と
も
に
支
え
あ
う
地
域
福

祉
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
に
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
市
川
一
宏
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

中
村
紀
子
氏（
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

大
瀧
昭
徳

あ
き
の
り

氏
（
地
区
関
係
者
）

宇
津
木
朋
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
）

土
屋
侯
保
大
和
市
長

※
手
話
通
訳
あ
り
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉

総
務
課
福
祉
政
策
担
当
1（
2
6
0
）
5
6
0

5
、

f-soum
u

へ
。

１０
月
１５
日
は
福
祉
の
日

社
会
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
策
定
の
た
め
に
開

か
れ
た「
ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
8
月
３１
日
）。

福
祉
推
進
委
員
も
二
人
参
加
し
ま
し
た
。
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大
和
市
基
地
対
策
協
議
会
（
会
長
・
土
屋

侯
保
市
長
）
は
、
広
報
や
ま
と
9
月
１５
日
号

で
お
伝
え
し
た
と
お
り
8
月
２８
日
、
石
破
防

衛
庁
長
官
や
山
中
防
衛
施
設
庁
長
官
、
在
日

米
国
大
使
館
に
対
し
て
、
厚
木
基
地
の
早
期

返
還
や
基
地
対
策
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る

要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
大
使
館
で
は
、
厚
木
基
地
の
騒
音
状
況

を
よ
り
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
、
国
内
で
初

め
て
、
欧
米
で
主
流
の
※
１Ｌ
ｄ
ｎ
を
指
標
と
す

る
騒
音
測
定
法
で
厚
木
基
地
の
騒
音
状
況
を

試
算
し
た
資
料
を
示
し
、
騒
音
問
題
が
深
刻

な
米
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
※
２オ
シ
ア
ナ
海
軍
航
空

基
地
と
比
較
し
て
、
厚
木
基
地
の
騒
音
の
激

し
さ
を
訴
え
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
在
日
米
国
大
使
館
の
カ
ー

ル
・
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ー
政
治
部
安
全
保
障
課

長
は
、
説
明
内
容
を
示
し
た
土
屋
市
長
に
対

し
、「
た
い
へ
ん
分
か
り
や
す
い
資
料
で
詳

細
に
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

近
年
、
米
本
土
で
も
、
軍
用
飛
行
場
の
周

辺
で
の
騒
音
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

な
か
で
も
、
オ
シ
ア
ナ
海
軍
航
空
基
地
周
辺

の
騒
音
問
題
は
、
米
国
内
に
お
い
て
、
特
に

大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
海
軍
は
米

本
土
内
の
基
準
と
し
て
、
Ｌ
ｄ
ｎ
値
６５
以
上

の
騒
音
被
害
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
と
し
て
お
り
、
Ｌ
ｄ
ｎ
値
７５
以
上
は
、

住
居
と
し
て
は
適
さ
な
い
区
域
と
し
て
い
ま

す
。

左
図
の
と
お
り
、
厚
木
基
地
の
北
１
　
の

測
定
地
点
で
は
、
2
0
0
2
年
9
月
の
一
か

月
間
の
測
定
で
、Ｌ
ｄ
ｎ
値
７５
・
1
を
記
録
、

7
月
か
ら
9
月
の
3
か
月
間
で
は
平
均
値

７３
・
6
を
記
録
し
て
い
ま
す
。空
母
キ
テ
ィ
ホ

ー
ク
の
艦
載
機
が
飛
来
し
て
い
る
厚
木
基
地

の
騒
音
状
況
も
、
オ
シ
ア
ナ
基
地
に
匹
敵
す

る
激
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

今
後
も
市
や
同
協
議
会
は
、
米
軍
や
米
政

府
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
米
国
内
で

主
流
の
指
標
や
資
料
に
基
づ
い
て
、
効
果
的

な
要
請
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
1

L
d
n
（D

ay-nig
ht
sound

level

）

日
本
国
内
で
主
流
の
W
E
C
P
N
L
に
対
し
て
、
欧
米

で
主
流
の
指
標
で
あ
り
、
米
国
の
環
境
庁
が
航
空
機
騒
音

測
定
の
基
準
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

１
秒
ご
と
の
騒
音
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
昼
夜
の
違
い
に
よ

っ
て
加
重
し
、
一
定
期
間
の
平
均
値
を
計
算
し
た
も
の
。

航
空
機
以
外
の
生
活
騒
音
も
含
む
の
が
特
徴
で
、
住
民
が

受
け
る
総
測
定
量
を
算
定
対
象
と
す
る
。

※
2

オ
シ
ア
ナ
海
軍
航
空
基
地

ア
メ
リ
カ
本
土
東
海
岸
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
あ
る
米
海
軍

の
飛
行
場
で
、
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る
Ｆ
１４
ト
ム
キ
ャ
ッ

ト
や
Ｆ
Ａ
１８
ホ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
と
同
機
種
の
空
母
艦
載
機

が
1
8
0
機
程
度
配
備
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
住
民
４０
万
人

が
騒
音
被
害
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地

対
策
担
当
1（
2
6
0
）
5
3
1
0
、

kichi

へ
。
な
お
、
騒
音
に
関
す
る
国
な
ど
へ
の
苦

情
E
メ
ー
ル
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
送
り
く
だ
さ
い
。

米
国
内
の
騒
音
指
標
L
d
n
を
使
っ
て
要
請
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市
の
公
共
施
設
な
ど
を
バ
ス
で
見
学
す

る
「
施
設
め
ぐ
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

と

き
▼
１１
月
２６
日（
水
）午
前
9
時
に
市

役
所
集
合
、
次
の
施
設
を
見
学
し
、
午

後
3
時
４５
分
ご
ろ
市
役
所
解
散

見
学
先
▼
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
、消
防
署
、

資
源
選
別
所
、
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

定
　
員
▼
２５
人
（
先
着
順
）

※
昼
食
時
に
は
市
長
と
懇
談
。
昼
食
は
、

市
で
用
意
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
１１
月
１０
日（
月
）ま
で

に
電
話
で
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報

担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
4
、

kouhou

へ
。 「

施
設
め
ぐ
り
」
の

参
加
者
を
募
集

N

厚木 
基地 

米海軍 
オシアナ基地 

大和市 

厚木基地 
滑走路北端から 

3km地点 

（厚木基地北端の2地点と 
　米オシアナ基地の騒音レベルとの比較） 

厚木基地 
滑走路北端から 

1km地点 

2002年7月　70.3Ldn

2002年7月　73.3Ldn 
2002年8月　72.4Ldn 
2002年9月　75.1Ldn

騒音レベル 
　　　75Ldn以上 

　　　70～75Ldn 

　　　65～70Ldn

厚木基地と米オシアナ基地との 
騒音状況の比較 

資源選別所では分別の重要性についておさらいします。

キ
ロ




